
六甲山頂と有馬温泉を約12分で結ぶ、六甲有馬ロープウェー。2020（令和2）年3月に新ゴンドラが運行開始。そのコンセプトにあわせて駅舎の内装を改修、リニューアルオープンした。

水まわりの特長
改修の経緯
「六甲有馬ロープウェー」は1970（昭和45）年に開業。兵庫県神戸市の六甲山頂と有馬温泉を約12分間で結ぶ。空中散歩を楽しむ展望シートからは、四季折 に々表情を変える六甲山のダイナミックな眺望が満喫できる。このたび、2020（令和2）年に開業50周年を迎える記念事業として、新ゴンドラが運行を開始し、そのコンセプトにあわせて駅舎の内装を改修、リニューアルオープンした。起点駅となる有馬温泉駅のトイレも改修を実施。高齢者や障がい者、外国からのお客様など、さまざまな利用者の利便性をはじめ清掃性・衛生性の向上を目的として、全洋式化・全ウォシュレットの設置を実現。内装はナチュラルな色合いで自然に囲まれた駅舎にふさわしく、落ち着いた空間に仕上がっている。

トイレの特長
男性・女性トイレの洗面コーナーは、観光客の荷物置き場に配慮したツインデッキカウンターを採用。改修前は和式便器が中心だったが、全洋式化を実施。男性トイレは壁掛式の小便器を採用し、清掃性の向上を図った。また、多目的トイレは改修前、男女それぞれのトイレ内に設けていたが、改修を期に性別を問わず誰でも使用しやすいよう、トイレ入口側に統合して新設。また、車いす使用者やオストメイト、乳幼児連れへの配慮から、バリアフリー化を図った。改修後は、「トイレブースや機器がきれいになり全体的に利用しやすくなった。」「洋式便器に替わりウォシュレットが付いたことで、より便利になった。」と利用者から好評の声が寄せられている。

改修前は、多目的トイレが男女それぞれに設置されていたが、改修後は、異性介助がしやすいよう通路に面した場所に設置。ユニバーサルデザインの観点からすべてを洋式便器に変更した。

建築概要
名称	 六甲有馬ロープウェー	有馬温泉駅
所在地	 兵庫県神戸市北区有馬町1688
施主	 一般財団法人神戸すまいまちづくり公社
設計	 アール・イー設計事務所
施工	 シティコンシャス株式会社
竣工年月	 （改修）2020年3月
敷地面積	 3,388.725㎡
建築面積	 403.180㎡
延床面積	 629.700㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造・地下1階、地上2階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器･フラッシュタンク式：CFS497BMC
ウォシュレットアプリコットP（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5830AUR
棚付二連紙巻器：YH702／自動洗浄小便器：UFS900JCS
ハイドロセラ・フロア：AB690BR／ツインデッキカウンター（ボウル一体タイプ）：MKWD
電気温水器：REW12A1B1H／クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC420W
コンパクト多機能トイレパック：UADAK21L1A1ADD2WA
ベビーシート：YKA25R／ベビーチェア：YKA15R

床の清掃性や節水性に優れた壁掛自動洗浄小便器を採用。小便器の足元には、尿の飛散によるにおいや汚れを軽減するハイドロセラ・フロアを設置している。器具の横にフックを設け、荷物配慮も充実させている。乳幼児連れに配慮してベビーチェアを備えた、ひろびろブースを1ヶ所設置。ベビーカーごと入ることができるよう、空間はもとよりブース扉も開閉しやすいように引き戸仕様にしている。大便器は、清掃性やメンテナンス性に考慮して、掃除口付きのパブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式と、きれい除菌水機能付きのウォシュレットアプリコットPを採用している。

「六甲有馬ロープウェー」の頭文字「RAR」のアルファベットをアクセントに用いたダイナミックな空間。待合スペースは、吊り電球の灯りがガラスに映りこみ、灯りがその先へ続いているかのような演出が印象的。

多目的トイレには、乳幼児連れ配慮としてベビーシートとベビーチェアを設置。入口サインには、ピクトとともに、わかりやすく文字も表記している。車いす使用者や乳幼児連れ、オストメイトなど、さまざまな使用者に対応できる設備を完備した、コンパクト多機能トイレパックを採用。男性トイレ内にも、ベビーチェアを設けた乳幼児連れに配慮したひろびろブースを設置し、トイレの入口にもサインで表示した。さらにトイレスペースの入口案内には、全体像がわかる触知図も掲示されている。

手荷物の置き場に配慮し、ツインデッキカウンター（ボウル一体タイプ）を採用。冬場でも快適に手を洗えるように、貯湯量約12Lの電気温水器を設置している。

六甲有馬ロープウェー	有馬温泉駅
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女性トイレ	洗面コーナー 手荷物の置き場に配慮し、ツインデッ
キカウンター（ボウル一体タイプ）を採
用。冬場でも快適に手を洗えるように、
貯湯量約12Lの電気温水器を設置し
ている。

男性トイレ	
ひろびろブース

男性トイレ内にも、ベビーチェアを設
けた乳幼児連れに配慮したひろびろ
ブースを設置し、トイレの入口にもサイ
ンで表示した。さらにトイレスペースの
入口案内には、全体像がわかる触知
図も掲示されている。

多目的トイレ 車いす使用者や乳幼児連れ、オストメ
イトなど、さまざまな使用者に対応でき
る設備を完備した、コンパクト多機能ト
イレパックを採用。

多目的トイレ 多目的トイレには、乳幼児連れ配慮と
してベビーシートとベビーチェアを設
置。入口サインには、ピクトとともに、わ
かりやすく文字も表記している。

駅構内	待合スペース 「六甲有馬ロープウェー」の頭文字
「RAR」のアルファベットをアクセント
に用いたダイナミックな空間。待合ス
ペースは、吊り電球の灯りがガラスに
映りこみ、灯りがその先へ続いている
かのような演出が印象的。

女性トイレ	
大便器ブース

大便器は、清掃性やメンテナンス性に
考慮して、掃除口付きのパブリックコン
パクト便器・フラッシュタンク式と、きれ
い除菌水機能付きのウォシュレットアプ
リコットPを採用している。

女性トイレ	
ひろびろブース

乳幼児連れに配慮してベビーチェア
を備えた、ひろびろブースを1ヶ所設
置。ベビーカーごと入ることができるよ
う、空間はもとよりブース扉も開閉しや
すいように引き戸仕様にしている。

男性トイレ	
小便器コーナー

床の清掃性や節水性に優れた壁掛
自動洗浄小便器を採用。小便器の足
元には、尿の飛散によるにおいや汚れ
を軽減するハイドロセラ・フロアを設置
している。器具の横にフックを設け、荷
物配慮も充実させている。

建築概要
名称	 六甲有馬ロープウェー	有馬温泉駅
所在地	 兵庫県神戸市北区有馬町1688
施主	 一般財団法人神戸すまいまちづくり公社
設計	 アール・イー設計事務所
施工	 シティコンシャス株式会社
竣工年月	 （改修）2020年3月
敷地面積	 3,388.725㎡
建築面積	 403.180㎡
延床面積	 629.700㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造・地下1階、地上2階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器･フラッシュタンク式：CFS497BMC
ウォシュレットアプリコットP（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5830AUR
棚付二連紙巻器：YH702／自動洗浄小便器：UFS900JCS
ハイドロセラ・フロア：AB690BR／ツインデッキカウンター（ボウル一体タイプ）：MKWD
電気温水器：REW12A1B1H／クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC420W
コンパクト多機能トイレパック：UADAK21L1A1ADD2WA
ベビーシート：YKA25R／ベビーチェア：YKA15R

トイレ図面
改修前は、多目的トイレが男女それぞれに設置されていたが、改修後は、異性介
助がしやすいよう通路に面した場所に設置。ユニバーサルデザインの観点からす
べてを洋式便器に変更した。

水まわりの特長
改修の経緯
「六甲有馬ロープウェー」は1970（昭和45）年に開業。兵庫県神戸市の六甲山頂
と有馬温泉を約12分間で結ぶ。空中散歩を楽しむ展望シートからは、四季折々に
表情を変える六甲山のダイナミックな眺望が満喫できる。このたび、2020（令和2）
年に開業50周年を迎える記念事業として、新ゴンドラが運行を開始し、そのコンセ
プトにあわせて駅舎の内装を改修、リニューアルオープンした。起点駅となる有馬
温泉駅のトイレも改修を実施。高齢者や障がい者、外国からのお客様など、さまざ
まな利用者の利便性をはじめ清掃性・衛生性の向上を目的として、全洋式化・全
ウォシュレットの設置を実現。内装はナチュラルな色合いで自然に囲まれた駅舎に
ふさわしく、落ち着いた空間に仕上がっている。

トイレの特長
男性・女性トイレの洗面コーナーは、観光客の荷物置き場に配慮したツインデッキ
カウンターを採用。改修前は和式便器が中心だったが、全洋式化を実施。男性トイ
レは壁掛式の小便器を採用し、清掃性の向上を図った。また、多目的トイレは改修
前、男女それぞれのトイレ内に設けていたが、改修を期に性別を問わず誰でも使
用しやすいよう、トイレ入口側に統合して新設。また、車いす使用者やオストメイト、
乳幼児連れへの配慮から、バリアフリー化を図った。改修後は、「トイレブースや機
器がきれいになり全体的に利用しやすくなった。」「洋式便器に替わりウォシュレット
が付いたことで、より便利になった。」と利用者から好評の声が寄せられている。

六甲有馬ロープウェー 六甲山頂と有馬温泉を約12分で結
ぶ、六甲有馬ロープウェー。2020（令
和2）年3月に新ゴンドラが運行開始。
そのコンセプトにあわせて駅舎の内装
を改修、リニューアルオープンした。
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